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あることを想定して実験を企画した.羽化24時間後で

大部分が交尾終了している雌イエバエを用いて,1試

験区30匹3運,合計90匹で試験した.実験結果はJ型

の特別なピペットで10日間毎日摂取虫を測定して,1

匹当り摂取虫で表現した.供試試料は0･05Mロイシン,

0.02% 5′-GMP,2.5%蛋白(卵アルブミン),2.5%イ

ースト加水分解物の0.133M燐酸緩衝淡 (pli7.2)と

0.5M しょ糖紋を使用した.供試物質の対幻区として

0.5Mしょ糖紋 を用いた結果全試験区ともしょ糖の摂

取虫はほとんど同様であった.

蛋白と種々の組合わせによる10日間平均摂取孟

物 ●貿 摂耳欝 31m7)'ヾエ

1) 蛋白

2) 賓白+0.5Mしょ糖

3) 蛋白+0.05Mロイシン

4) 賓白+0.02% GMP-5′

5) 蛋白(ロイシン,しょ糖紋対照区)

6) 蛋白(ロイシンの対照区を除いた後)
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1).2)の場合怒白のお妄取は羽化後4日目に蹴著に起

こった.イースト加水分解物では羽化後から5日間に

よく相投されるがそれ以後は低下した.GMP-5′およ

びロイシン111独では朗著にt,T圭取されないが,定'l1号的で

あった.しかし蛋白と氾合した場合(3および5)羽化

直後から靭掛こ摂取され怒白単独の2-3倍出に透し

た.このことは両者の非7割こ大きな協力効果を示すも

のである.イースト加水分解物が良く摂取されること

は,乾媒イーストが60%の怒白と1%のGMP-2′およ

び GMP-3′を含む即実から理解できる.雌イエバエ

の蛋白P,毛収は卵出の発育と関係があると思われる.

(桑原床正)

樫蕪の揮発成分 ;ヤママユガ類の性生活への役割

VolatilePrinciplefrom OakLeaves;RoleinSex

LifeofthePolyphemusMoth.LM.Riddiford.

C.M.Williams.Scl'ence155,589-･590(1967).

かごに入れたヤママユガの1校 (AntheracaPoZy･

Phemus)の卿 ま野外では遠方より雄を誘引するが,実

験室内では全く誘引性を示さない.しかしかごの申ま

たは付近に食草である赤樫の弧.幼胎物,または非の

抽出物を置いた場合に交尾することが観訳された.そ

こで樫薬に虫に作用する物質の存在が考えられ.その

生物的意義および化学的性矧 こついて検討した.吐物

検定には毎夕ガをかごに雌対雄比 1対2あるいは2対

3の割合で入れ暗所に放置し翌日交尾中の虫を計auす

る方法をとった.なお末交尾個体は別々に夕方まで保

存し,2-3回使用した.この方法でヤママユの幼虫の

食革である,かえで,かんは,くり,とち,にれ,ヒッコ

I)-,ぶなの菜を試験したが樫以外に有効な枇物はな

かった.樫TASの存在下に6時間放TRL処理した純な米

処理の雌と共存させても交尾は起こらないが,雌を処

理した場合交尾される.しかし処理後30分以上放出経

過させた後,雄と共存させても交尾は起こらない.触IlJ

を除き,切口の神経を95%アルコールで殻した雌を樫

3m存在下に雄と共存させた場合交尾は起こらない.以

上の観察より樫光の揮発性物質が雌にのみ作用し,雌

はその作用で性誘引物質を放出する.そしてその誘引

物矧 こより雄がfJiまり交尾が行なわれると説明できる.

一方樫染中の有効成分は水アルコールで仙山され非'iほ

に極性の高い物質と考えられた.布効成分は妹約 ･拙
節,雄結乾煉,100oC,10分間の封管申加熱にも変化

せず pH4-8で活性を示した.なお水抽出物はpH5

であった.(桑原保正)
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